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＜東京都沿岸エリア＞
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下関北九州道路
対岸距離
約2km

平成26年8月

関門地域（下関市・北九州市）の未来をつなぐ関門 域（下関市 北九州市） 未来 ぐ

下関北九州道路

山口県土木建築部道路建設課

福岡県県土整備部道路建設課

北九州市建築都市局計画部都市交通政策課

下関市都市整備部都市計画課
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◆本資料に関するお問い合わせ

下関北九州道路とは？

◯下関北九州道路は、下関市・北九州市の都心部を結び、東アジアのゲートウェイとしての関門地
域の強みや特色を活かし、更なる地域の自立的発展に大きく寄与します。

◯関門地域における安定的な交通機能の確保や本州と九州の連絡を強化し、大規模災害時にお
ける代替機能の確保の観点からも、重要な役割を担う道路です。

◯下関・北九州地域の生活ルートは、関門橋・関門トンネルの２本です。
◯一方、東京都沿岸エリアでは、隅田川・荒川河口等に多数の橋が整備され、多重性・
代替性が確保されています。
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( 約 3.1km・陸上部含む )( 約 3.1km・陸上部含む )

0 3㎞

0 3㎞



○関門トンネルの事故・落下物等による通行止め回数

○関門トンネル通行止め時の周辺道路    の
　渋滞による50年間の損失額の試算

○関門トンネルのリフレッシュ工事による
　全面通行止めの状況(10年毎に実施)○関門橋の通行止め状況（H22～H26）

年度通行止め回数
H21 168回
H22 178回
H23 233回
H24 215回
H25 175回
合計 969回

・5年間の回数 969回969回

・1日平均回数　 0.5回/日0.5回/日

日付

H26.02.08

H25.11.16

H25.02.13

H24.12.07

H22.03.10～11

H22.02.22

原因

積雪

備考

上下線  約4時間半通行止め

事故

事故

事故

積雪

事故

上り線  約4時間半通行止め

下り線  約3時間半通行止め

下り線  約2時間半通行止め

上下線通行止め

上り線通行止め

参1

通行止めになっても円滑な交通を確保 するため、下関北九州道路が必要です。
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【凡例】
20km/h未満

30km/h未満

40km/h未満

40km/h以上

関門橋・関門トンネルは補修工事や     事故のため、通行止めが起きています。
人・モノの流れを支える

Shimonoseki-Kitakyushu Road

通行止めになれば、地域の道路が渋滞します

関門トンネル内で事故が発生し
交通が遮断！

約２時間、全面通行止めに！

平成25年1月23日関門トンネルが通行止めとなった事例

▲関門トンネル通行止時の渋滞状況（H25.1.24朝刊：山口新聞）

※関門トンネルの通行止め ： 50年間で835日
                                    （工事：750日、事故等：85日）
※参1：関門トンネルを中心とした約40km圏内

▲関門トンネル通行止時の旅行速度

9時台～10時台

1回目
（S54）

2回目
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下関北九州道路：整備なし 下関北九州道路：整備あり

約242億円

約83億円

▲関門橋・関門トンネル入口部周辺の平均速度

積雪等

事故・落下物等

7割減少7割減少

○関門トンネルが通行止めになると、国道2号・3号・199号など幹線道路が著しく渋滞します。
　このため、下関・北九州地域全体の物流や交通に支障をきたします。

平均150日/回

関門橋・関門トンネルの現状と通行止めについて

通行止めにつながるリスク 下関北九州道路　　　整備の効果

の平均速度（トンネル入口）

29km/h
45km/h

通行止時

通  常  時

約16km/h
低下！

2

の平均速度（トンネル入口）

10km/h
27km/h

通行止時

通  常  時

約17km/h
低下！

3

下関IC

■関門橋（延長 1,068m）
　・開　通：昭和48年11月（40年経過）
　・交通量：37,597台/日　（H24年度）

■関門トンネル（延長 3,461m）
　・開　通：昭和33年3月（56年経過）
　・交通量：28,631台/日 （H24年度）
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多重性・代替性
の確保が必要

の平均速度（門司港駅付近）

25km/h
36km/h

通行止時

通  常  時

約11km/h
低下！

199

補修工事

幹線道路
が渋滞
幹線道路
が渋滞



191 99
1191191

北
九
州
高

下関市・北九州市の
全市民の１人当り
約17万円のメリット

① 国道199号：大里本町三丁目交差点 ② 国道２号：関門トンネル(下関側) ③ 国道３号：三萩野交差点

（　  　）：混雑度
〔現　況：H22年道路交通センサス〕
〔整備後：下関北九州道路を整備した
　　　　場合のシミュレーション結果〕

※混雑度とは：設計に用いる交通容量と実際の交通量の比であり、値が１を超えると速度が低くなり、道路が混雑している状態です。　
　　　　　　：車が多く、速度が低い区間　

［所要時間は、両市役所間で算出 ］

【下関市～北九州市間の所要時間の比較】 【下関北九州道路による便益】

約2,070億円

【北九州市から】 観光圏（60分圏）が2.1倍に拡大します。 【下関市から】 生活圏(30分圏）が1.7倍に拡大します。

※下関北九州道路の通行料は
　関門トンネルの通行料（150円）
　と同じで設定
※便益額は50年間の合計

下関北九州道路ができれば地域　の交通が大幅に改善されます。
下関北九州道路の整備効果

所要時間が短くなります

○下関市～北九州市間の所要時間は、関門トンネルを利用すると昼間は約50分（約20km）です。
　下関北九州道路を整備することで、約25分短縮され、所要時間は約25分（約14km）と半分になります。
    (走行距離は３割減少)
○道路の混雑の緩和や、走行経費の軽減などにより経済効果は、50年間で約2,070億円と試算されます。

観光や買物がより便利になります

○下関・北九州地域には、魅力ある観光地や商業施設が多数あります。下関北九州道路を整備すること
　で観光圏域や生活圏域が拡大します。

約25分約25分 短縮短縮
約25分約25分

約50分約50分

※住民アンケート調査結果（Ｈ26.1） ： 北九州市から下関市への第1位の移動目的は観光です。 
　　　　　　　　　　　　　　　　 ： 下関市から北九州市への第1位の移動目的は買物です。

走行距離 : 約20km走行距離 : 約20km

走行距離 ： 約27km走行距離 ： 約27km

走行距離  :  約14km走行距離  :  約14km

効果 1 効果 2

効果 3

交通混雑の緩和が期待されます

○下関・北九州地域では、幹線道路の慢性的な交通混雑が発生しており、地域の生活や円滑な
　物流に支障をきたしています。
○下関北九州道路を整備することで、国道２号・国道３号・国道199号等から下関北九州道路に
　交通が転換し、交通混雑している道路の区間が減少します。

約40分約40分

下関北九州道路 (Aルート)

関門橋 (Bルート) 

関門トンネル (Cルート) 

所要時間を
大幅に削減
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